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尼崎市の概要１

人口：453,811人 面積：50.71ｋ㎡
（R6.4.1現在）

大阪・神戸に挟まれた交通利便性
JR・阪急・阪神3社による、13の鉄道駅



尼崎市の概要１

高度経済成長期に
重化学工業を中心に発展

• 工場撤退による産業空洞化

• 人口減少による空き家、空き店舗の増加

   ※市域全体の人口減少率2.18%

                    対して,南部4.88%
平成17年から27年の国勢調査

駅前を中心に

エリアブランディングの取組



阪神尼崎駅周辺のまちづくり２

梅田～神戸三宮と大阪難波・奈良方面との結節点：都市の玄関口として機能
乗降客数：約５万人/日
２００９年、阪神なんば線を延伸



阪神尼崎駅周辺のまちづくり２

2021 タイガースファーム移転決定→市・阪神電鉄 まちづくり協定締結 
⇒官民連携の制度化

2022 都市再生整備計画を策定し、まちなかウォーブルに取り組む



阪神尼崎駅周辺のまちづくり２

• 公共施設（公園、駐車場、駐輪場など）が集積
• 類似業務が施設ごとに発注されていることによる非効
率

• 一体的な駅前空間として利活用ができていない

新方式：包括管理の導入（14施設一括）
※指定管理+業務委託

ねらい：
1.市民サービスの向上
2.効率化による財源再投資
3.エリアマネジメントへの発展



・開園日：１９５３年５月２０日
面積：１４，９９０㎡

・第一次整備
１９５４年に西側部分を整備。
東側の私有地を１９８８年に取得。

・第二次整備
１９9８年に東部分を整備し、バスターミナルが完成。

地下駐車場・１階にバスターミナル・２階ペデストリアンデッキに公園を整
備し日本初の三層利用となった。国土交通省多機能交流拠点整備事業第１号。
１９９９年 第１５回都市公園等コンクールで建設省都市局長賞を受賞。

中央公園整備の概要 ～中央公園の歴史～３



・広場は整備されているが、立入制限など日常的に利用されていない
・通過動線の確保が中心であり、休憩施設や、ゆっくり過ごす場所がない
・中高木が繁茂し、公園内外からの見通しを遮っている

中央公園整備の概要 ～中央公園の課題～３

撮影方向



中央公園整備の概要 ～都市公園リノベーション協定制度～３

「都市公園リノベーション協定制度」活用したリニューアルの実施

利用者の利便性向上/エリア価値の向上による民間投資の呼び込み



中央公園整備の概要 ～整備のコンセプト～３

地域の賑わいや魅力向上に寄与するまちのエントランスとして、
円滑な通行性を確保し、より幅広い利用者が、思い思いに憩い楽しめる
「心地よい滞留空間」が点在する広がりのある広場空間を創出する



中央公園整備の概要 ～多様な滞留空間～３



中央公園整備の概要 ～多様な滞留空間～３



中央公園整備の概要 ～多様な滞留空間～３



中央公園整備の概要 ～指定管理者と連携した整備～３



中央公園整備の概要 ～指定管理者と連携した整備～３



中央公園整備の概要 ～植栽計画～３



中央公園整備の概要３



中央公園整備の概要３



中央公園整備の概要３



中央公園整備の概要３



中央公園整備の概要３



中央公園整備の概要 ～収益施設（イタリアンレストラン）～３



中央公園整備の概要 ～収益施設（カフェ）～３



中央公園整備の概要 ～一体型滞在快適性等向上事業～３



中央公園整備の概要 ～一体型滞在快適性等向上事業～３



中央公園整備の概要 ～駅施設の取り組み～３



中央公園整備の概要 ～尼崎郵便局との連携～３



今後の展望４

• 商店街や公共施設との連携強化

• 市民・大学など多様な主体による共創の仕組化

持続的な賑わいの創出
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